
第６章 研究開発の成果と課題 

6.1 研究開発の成果目標 

申請時に提出した本事業の２年目以降の目標は以

下のとおりである。（△目標達成▼目標不達成） 

短期的目標（令和７～８年度） 

▼ア 連携校 12 校を含めた DL ネットワークから

の海外留学者 20名以上→10 名以上 

▼イ 連携校 12校を含めた DLネットワークにお 

  ける海外留学生の受け入れ 30名以上→15名  

  以上 

▼ウ 連携校 12 校を含めた DL ネットワークから

の海外大学体験研修の参加者20名以上→10名

以上 

△エ 連携校 12 校を含めた DL ネットワークから

の高校生会議への参加者 50 名以上→25名 

△オ 連携校 12 校を含めた DL ネットワークにお

ける「ダイバーシティ」に関する講義やワーク

ショップの受講者 100名以上→50名以上 

△カ DL ネットワークの評価委員会の設置と委員

会の開催 

上記の短期的目標値は、当初２～３年目をあわせ

て達成するものであったため、令和７年度単年の

数値と比較できるよう、ア～オについては数値目

標を半分にした。以下にそれぞれの目標に関連す

る成果と課題をまとめた。 

(1)海外への留学（目標ア） 

 拠点校においては、昨年８名の留学者が出たが、

今年度はその半分の４名であった。進行する円の

弱体化と不安定な世界情勢により、生徒の内向き

志向が進みつつあることを憂慮している。連携校

における留学者をあわせても 10名には満たなかっ

た。働き方改革下で、誰が留学促進の業務を負うの

かなど組織的な課題も大きいと思われる。 

(2)海外からの留学生の受け入れ（目標イ） 

年々日本への留学希望者が増えている中、留学

生の受け入れは生徒への波及効果が高く、生徒の

成長にも非常に寄与する面が大きいため、本校で

はできる限り多くの留学生を受け入れている。し

かし今年は大規模な校舎改修工事が始まり、生徒

が落ち着かない中での受け入れは負担が大きいた

め、半年は受け入れを見合わせ、６名の受け入れに

とどまった。しかしそうした中でも、生徒たちが自

主的に「留学生チューター制度」を立ち上げ、生徒

たち自身で留学生を面倒みよう、という動きが出

てきたことは大きな成果であった。連携校をあわ

せても目標値の 15名には達しないが、これは連携

校の地域にホストファミリーとなってくれる家庭

が少ない、という実情も影響しており、留学生受入

は、学校だけでなく地域も含めた包括的なサポー

トが必要であることを痛感している。 

(3)海外大学体験研修（目標ウ） 

円安が進む中、一つの学校だけで海外研修者を

充足することが難しくなっている実情を踏まえ、

連携校の横のつながりで実施を計画した海外体験

研修であったが、修学旅行や類似の海外研修です

でにマレーシアを中学時に体験している学校が多

く、今回連携校からの参加はゼロであった。しかし、

近隣県のグローバル教育に力を入れている学校か

ら９名の生徒の参加があり、なんとか 16 名の最少

催行人数を集めることができ、目標値には達しな

かったが、合同で海外研修を実施する、という当初

の目的は果たすことができた。他県の生徒と交流

を深めることができたのは本校生徒にとっても非

常に有意義な経験であった。 

(4)高校生会議（高校生フォーラム）（目標エ） 

WWL のメインイベントである茨城県高校生フォ

ーラムは、連携校あわせて 62 名の生徒が参加し、

連携校以外の一般校からの参加もあった。また全

国高校生フォーラムへの茨城県からの参加者は 12

名であり、あわせると大きく成果目標値を上回っ

ている。生徒たちがグローバルな探究課題につい

て学校を越えて英語で発表し学びあうことの楽し

さ・有意義さを実感できた。探究と関連させたイベ

ントであったことが成功の一因だと思う。 

(5)ダイバーシティに関する講義（目標オ） 

ダイバーシティ研修が茨城県高校生フォーラム

と同時開催だったため、参加生徒は 62 名であり、

目標の 50名を上回った。英語でディスカッション

をする経験は多くの生徒がとても有意義だったと

回答していた。 

(6)評価委員会の設置（目標カ） 

今年度より実証委員会を設置し、2/16 に開催す

ることができた。突然の事業終了により、実証委員

会での助言を事業に生かすことができないのは残

念であるが、WWL事業によって生まれた各校の有意

義な取組を今後もどのように継続していけるかに

ついて、実証委員会の助言を連携校と共有してい

きたい。 

２ 最後に 

当初の予定より短い２年間の取組で終わること

になった本事業であるが、当初は拠点校だけで実

施していた各取組が徐々に拠点校にも広がり、あ

と１年間の継続でさらに連携校への波及が進んだ

のではないかと思うと、今回の突然の事業終了が

残念でならない。しかし、いくつかの学校からは

「WWL を通して連携した留学や海外大学進学サポ

ート業者とは継続して連携してよいか」などの問

い合わせもあり、今後は各校がこれまでの取組を

生かして、グローバルな学びを発展させていく兆

しも見えている。茨城県 WWL が撒いたグローバル

教育の種が、各校で芽吹き、大きく育ってくれるこ

とを祈るばかりである。 
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画

3
1

第
２

回
令

和
７

年
７

月
3

0
日

（水
）

本
校

応
接

室
拠

点
校

W
W

L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

留
学

生
派

遣
　

②
留

学
生

受
け

入
れ

　
③

海
外

大
学

進
学

　
④

海
外

大
学

体
験

研
修

⑤
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

⑥
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

研
修

に
つ

い
て

3
2

第
３

回
令

和
７

年
９

月
1
8

日
（木

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
　

②
茨

城
県

W
W

L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

③
R

7
研

究
報

告
書

の
項

目

3
3

第
４

回
令

和
７

年
1
0

月
９

日
（木

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

高
校

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

打
合

せ

3
4

第
５

回
令

和
７

年
1
1
月

６
日

（木
）

本
校

応
接

室
拠

点
校

W
W

L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

高
校

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

反
省

②
研

究
開

発
報

告
書

③
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

④
全

国
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
⑤

検
証

委
員

会

3
5

第
６

回
令

和
７

年
1
2

月
1
7

日
（水

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

研
究

開
発

報
告

書
②

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
③

全
国

高
校

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

④
検

証
委

員
会

3
8

そ
の

他
全

国
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
協

議
会

令
和

７
年

７
月

2
3

日
（水

）
筑

波
大

学
東

京
キ

ャ
ン

パ
ス

県
教

育
委

員
会

・拠
点

校
教

諭
１
名

文
科

省
主

催
の

W
W

L
・
S

G
H

拠
点

校
と

の
連

絡
協

議
会

及
び

交
流

会

6
/
2

8
の

柳
井

ス
カ

ラ
ー

ズ
キ

ャ
ラ

バ
ン

に
係

る
打

合
せ

連
携

校
対

象
の

協
議

会
・説

明
会

連
携

校
対

象
の

海
外

留
学

説
明

会

柳
井

正
財

団
事

務
局

・並
木

中
等

校
長

・下
山

田
オ

ン
ラ

イ
ン

柳
井

正
財

団

校
内

運
営

委
員

会

各
協

働
事

業
団

体
と

の
打

ち
合

わ
せ

県
教

委
主

催
の

取
組

海
外

留
学

の
推

進

グ
ロ

ー
バ

ル
ゼ

ミ
（茨

城
大

学
と

の
連

携
）

先
進

校
視

察

海
外

校
と

の
交

流

資
料
１

番
号

主
旨

項
目

実
施

年
月

日
場

所
関

係
者

実
施

内
容

1
常

磐
大

学
・
茨

城
大

学
令

和
７

年
１
月

2
1
日

（
火

）
オ

ン
ラ

イ
ン

茨
城

大
学

副
学

長
・坂

場
セ

ン
タ

ー
長

・飯
野

教
授

・指
導

主
事

・
下

山
田

茨
城

大
学

・
常

磐
大

学
と

の
令

和
７

年
度

W
W

L
高

大
連

携
に

係
る

打
ち

合
わ

せ

2
令

和
７

年
２

月
４

日
（火

）

3
令

和
７

年
５

月
1
6

日
（金

）

4
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
教

育
大

学
令

和
７

年
２

月
1
4

日
（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
シ

教
授

・
デ

ウ
ィ

教
授

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
教

育
大

学
）
・
茨

城
大

学
副

学
長

・指
導

主
事

・下
山

田
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
教

育
大

学
×

茨
城

大
学

×
茨

城
県

W
W

L
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
打

合
せ

5
W

T
O

C
令

和
７

年
５

月
1
1
日

（木
）

オ
ン

ラ
イ

ン
W

T
O

C
事

務
局

・橋
本

准
教

授
（I

C
U

）・
下

山
田

茨
城

県
W

W
L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

係
る

打
ち

合
わ

せ

8
協

働
事

業
団

体
対

象
の

協
議

会
第

１
回

茨
城

県
D

L
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
指

導
委

員
会

令
和

8
年

２
月

1
7

日
（火

）
ひ

た
ち

な
か

市
一

中
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
常

磐
大

学
・茨

城
大

学
・W

T
O

C
・I

S
A

・G
E

E
・I

S
E

・県
教

委
令

和
7

年
度

の
茨

城
県

W
W

L
の

実
施

内
容

に
つ

い
て

・今
後

の
取

り
組

み
に

つ
い

て

1
0

連
携

校
と

の
連

絡
協

議
会

令
和

７
年

４
月

2
5

日
（金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
・拠

点
校

・県
教

委
令

和
７

年
度

の
茨

城
県

W
W

L
の

実
施

内
容

に
つ

い
て

の
連

絡

1
1

令
和

７
年

６
月

1
8

/
2

2
日

令
和

７
年

1
1
月

９
/
1
3

日
1
2

月
1
4

日
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
・拠

点
校

（生
徒

・保
護

者
）・

国
際

教
育

交
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
構

）
令

和
８

年
度

の
カ

ナ
ダ

留
学

に
つ

い
て

の
説

明
会

1
2

令
和

７
年

1
1
月

1
3

日
（
水

）
オ

ン
ラ

イ
ン

連
携

校
1
2

校
・
拠

点
校

（
生

徒
・
保

護
者

）
・
ア

イ
エ

ス
エ

イ
令

和
８

年
度

の
オ

セ
ア

ニ
ア

留
学

に
つ

い
て

の
説

明
会

1
5

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
令

和
７

年
1
0

月
1
3

日
（月

）
つ

く
ば

国
際

会
議

場
（大

会
議

室
）

拠
点

校
(生

徒
1
0

名
教

諭
１
名

）・
連

携
校

（生
徒

1
４

名
）

W
T

O
C

の
委

託
に

よ
る

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
（生

徒
・教

員
対

象
）

1
6

茨
城

県
W

W
L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
令

和
７

年
1
0

月
1
3

日
（月

）
つ

く
ば

国
際

会
議

場
（大

会
議

室
）

拠
点

校
（生

徒
1
2

9
名

・保
護

者
1
6

名
）・

県
教

育
委

員
会

・武
蔵

大
学

そ
の

他
地

域
団

体
７

名
）

W
T

O
C

の
委

託
に

よ
る

令
和

６
年

度
の

茨
城

県
W

W
L
の

拠
点

校
に

お
け

る
成

果
発

表
会

1
7

ア
メ

リ
カ

・カ
ナ

ダ
・オ

セ
ア

ニ
ア

へ
の

留
学

令
和

７
年

８
月

～
ア

メ
リ

カ
・カ

ナ
ダ

拠
点

校
生

徒
４

名
（カ

ナ
ダ

長
期

４
）

海
外

大
学

進
学

イ
ベ

ン
ト

～
柳

井
ス

カ
ラ

ー
ズ

キ
ャ

ラ
バ

ン
～

令
和

７
年

6
月

2
8

日
（土

）
県

立
並

木
中

等
教

育
学

校
・県

立
勝

田
中

等
教

育
学

校
拠

点
校

・連
携

校
生

徒
柳

井
財

団
に

海
外

大
学

進
学

の
奨

学
金

セ
ミ

ナ
ー

1
8

海
外

留
学

生
の

受
入

れ
の

推
進

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

・
イ

タ
リ

ア
・
ア

メ
リ

カ
等

か
ら

の
留

学
生

令
和

７
年

４
月

～
拠

点
校

・
連

携
校

拠
点

校
４

年
次

・
５

年
次

、
連

携
校

高
校

２
年

生
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

１
、
ア

メ
リ

カ
２

、
イ

タ
リ

ア
１
、
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
２

1
9

防
災

運
動

会
令

和
７

年
１
１
月

３
０

日
（日

）
拠

点
校

体
育

館
拠

点
校

グ
ロ

ー
バ

ル
ゼ

ミ
（生

徒
・留

学
生

・教
員

）・
茨

城
大

学
（学

生
・教

員
）・

地
域

の
外

国
人

茨
城

大
学

と
連

携
し

て
外

国
人

と
と

も
に

防
災

を
学

ぶ
運

動
会

を
開

催

2
0

全
国

高
校

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

令
和

７
年

1
2

月
２

１
日

（日
）

国
立

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

記
念

青
少

年
総

合
セ

ン
タ

ー
拠

点
校

グ
ロ

ー
バ

ル
ゼ

ミ
希

望
生

徒
（４

名
）・

教
員

１
名

・連
携

校
２

校
参

加
全

国
の

W
W

L
拠

点
校

・
連

携
校

・
S

G
H

と
の

交
流

2
1

日
本

語
支

援
体

験
講

座
（常

磐
大

学
）

令
和

７
年

１
１
月

1
３

日
（木

）
オ

ン
ラ

イ
ン

拠
点

校
生

徒
１
名

常
磐

大
学

主
催

の
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
レ

ゼ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
で

第
２

位

2
2

茨
城

ド
リ

ー
ム

パ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

令
和

7
年

1
月

２
３

日
（
木

）
茨

城
県

庁
拠

点
校

生
徒

４
名

・
教

諭
１
名

茨
城

県
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

2
3

W
S

C
世

界
大

会
ソ

ウ
ル

・イ
ェ

ー
ル

大
学

令
和

７
年

７
月

２
６

日
（金

）～
８

月
１
日

（木
）　

及
び

1
1
月

1
3

日
（水

）～
2

0
日

（水
）

ソ
ウ

ル
/ア

メ
リ

カ
拠

点
校

生
徒

３
名

茨
城

県
主

催
の

N
G

G
L
に

参
加

す
る

生
徒

が
W

o
rl

d
 S

c
h

o
la

rs
 C

u
p

に
参

加
し

、
東

京
大

会
を

勝
ち

抜
い

て
世

界
決

勝
に

参
加

し
た

。

2
4

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

「グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

資
質

」育
成

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
策

定
令

和
７

年
２

月
７

日
（金

）
本

校
洗

心
館

多
目

的
室

拠
点

校
教

員
3

0
名

・嶌
田

教
授

（大
学

改
革

支
援

・学
位

授
与

機
構

）
「グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
資

質
」の

育
成

に
係

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

研
究

/W
W

L
事

業
の

成
果

分
析

2
5

都
立

小
石

川
中

等
教

育
学

校
令

和
７

年
6

月
1
8

日
（水

）
都

立
小

石
川

中
等

教
育

学
校

拠
点

校
教

諭
２

名
探

求
活

動
に

力
を

入
れ

て
い

る
学

校
へ

の
視

察

2
6

都
立

国
際

高
等

学
校

令
和

７
年

２
月

2
0

日
（木

）
都

立
国

際
高

等
学

校
拠

点
校

教
諭

２
名

「グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

資
質

」
の

育
成

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
の

視
察

2
8

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
令

和
７

年
６

月
３

日
、
６

月
1
1
日

、
６

月
２

３
日

、
９

月
１
３

日
本

校
教

室
拠

点
校

３
年

次
3

ク
ラ

ス
1
1
0

名
・
教

員
「オ

ン
ト

モ
」
に

よ
る

実
験

交
流

（
B

ro
a
d

f
o

rd
 S

e
c
o

n
d

a
ry

 C
o

ll
e

g
e

 /
R

a
v
e

n
s
w

o
o

d
高

校
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

 計
4

回
）

2
9

イ
ギ

リ
ス

・ア
メ

リ
カ

常
時

本
校

教
室

拠
店

校
英

語
部

の
部

員
２

５
名

R
o

y
a
l 
R

u
s
s
e

l 
高

校
・
ア

メ
リ

カ
図

書
館

と
の

文
通

3
0

第
１
回

令
和

７
年

５
月

2
2

日
（木

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・校

長
・教

頭
①

W
W

L
運

営
体

制
　

②
事

業
内

容
　

③
事

業
計

画

3
1

第
２

回
令

和
７

年
７

月
3

0
日

（水
）

本
校

応
接

室
拠

点
校

W
W

L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

留
学

生
派

遣
　

②
留

学
生

受
け

入
れ

　
③

海
外

大
学

進
学

　
④

海
外

大
学

体
験

研
修

⑤
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

⑥
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

研
修

に
つ

い
て

3
2

第
３

回
令

和
７

年
９

月
1
8

日
（木

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
　

②
茨

城
県

W
W

L
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

③
R

7
研

究
報

告
書

の
項

目

3
3

第
４

回
令

和
７

年
1
0

月
９

日
（木

）
本

校
応

接
室

拠
点

校
W

W
L
校

内
運

営
委

員
・校

長
①

高
校

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

打
合

せ

3
4

第
５

回
令

和
７

年
1
1
月

６
日
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【資料２】掲載された新聞記事など
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茨城県WWL高校生フォーラム 2025

入場
無料

●主催：茨城県教育委員会
●お問合わせ：
　茨城県WWL高校生フォーラム事務局
　（株式会社WTOC内）
　ibaraki@wtoc-edu.com

●お申し込み：
以下のURLか、右記QR
コードからお申込みください。
https://x.gd/0BJrs
※申込〆切：9/24（水）

茨城県WWL高校生フォーラム 2025茨城県WWL高校生フォーラム 2025茨城県WWL高校生フォーラム 2025茨城県WWL高校生フォーラム 2025

入場
無料

茨城県をダイバーシティ先進県
にするためには

【講師】

国際基督教大学 政治学・国際関係学デパートメント　橋本 直子 准教授

【プロフィール】

専門は難民・移民政策、国際法、国際機構論。大学院卒業後15年近く、外務省、国

際移住機関（IOM）、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、法務省等で、人の移

動、人権問題、難民保護、移民政策等の分野で実務家として勤務。一橋大学（常

勤）、東京大学（非常勤）、ロンドン大学難民法イニシアチブ（非常勤）などで教鞭を

執り、2024年4月から現職。2021年からは法務省難民審査参与員も務める。Forbes

オフィシャル・コラムニスト。近著に『なぜ難民を受け入れるのか―人道と国益の交

差点』（岩波新書、2024年）他。

＜WWLとは＞

文部科学省による「ワールドワイドラーニングコンソーシアム構築支援事業」のこと。高校と国内外の大

学、企業等が協働し、テーマを通じた高校生国際会議や大学の先取り履修などの高度な学びを高校生に提

供する事業。茨城県では今年度より３年間、勝田中等教育学校が事業拠点校となって、県立中高一貫校13

校が「茨城県を未来型ダイバーシティ県にするための教育の推進」をテーマにＷＷＬに取り組みます。

スケジュール

日 時：令和7年10月13日（月祝）9時30分～16時

会 場：つくば国際会議場　（茨城県つくば市竹園２丁目２０−３）

●ダイバーシティ研修
　「多文化共生の課題と、共生のためのコミュニケーション」
　高校生と外国人と一緒に考え、議論します

●ポスターセッション
　「茨城県をダイバーシティ先進県にするためには」
　全国高校生フォーラム出場に向け、各高校ごとに
　アイデアや考えをポスターにまとめ発表します

●基調講演
「世界における移民政策：日本がめざす共生社会への示唆」
講師　橋本直子氏　（国際基督教大学　准教授）

●パネルディスカッション（英語）
「多文化共生社会の実現のために私たちができること」　

09:00　開場

09:30　ダイバーシティ研修

12:00　昼食

12:55　ポスターセッション(55分)

13:50 休憩

14:00　基調講演（50分）

14:50 休憩

15:00 拠点校生徒による発表（20分）　

15:20　パネルディスカッション（30分）

15:50 閉会

テーマ

茨城県をダイバーシティ先進県茨城県をダイバーシティ先進県茨城県をダイバーシティ先進県茨城県をダイバーシティ先進県

＜WWLとは＞

テーマ
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にするためには
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【講師】

国際基督教大学 政治学・国際関係学デパートメント　橋本 直子 准教授

●パネルディスカッション（英語）
「多文化共生社会の実現のために私たちができること」　

日 時：令和7年10月13日（月祝）9時30分～16時

会 場：つくば国際会議場　（茨城県つくば市竹園２丁目２０−３）

●ダイバーシティ研修
　「多文化共生の課題と、共生のためのコミュニケーション」
　高校生と外国人と一緒に考え、議論します

●ポスターセッション
　「茨城県をダイバーシティ先進県にするためには」
　全国高校生フォーラム出場に向け、各高校ごとに
　アイデアや考えをポスターにまとめ発表します

●基調講演
「世界における移民政策：日本がめざす共生社会への示唆」「世界における移民政策：日本がめざす共生社会への示唆」
講師　橋本直子氏　（国際基督教大学　准教授）
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11.30

029-273-7411

¥0

Free!

Katsuta Secondary
SchoolPlace:

Ibaraki
kosen
mae

Katsuta
secondary

Sunday

13:00-16:00

Kids, adults, everyone!Kids, adults, everyone!

Japanese and foreigners can learn disaster

prevention together. You will learn what to do

when a disaster occurs. We have games, quizzes,

and a little food.

Level up this year! Loo� forward to our

technology!�ased games!

There is space for watching.

Please join us!

Japanese and foreigners can learn disaster

prevention together. You will learn what to do

when a disaster occurs. We have games, quizzes,

and a little food.

Level up this year! Look forward to our

technology-based games!

There is space for watching.

Please join us!

Bring: Sneakers

〒312-0003   
1458, Tarazaki, Hitachinaka

Register here!

Ibaraki
✖✖

Katsuta
University Secondary

Ibaraki
✖✖ NIT

Even if it rains,
we will do it!☂

Second disaster
prevention
sports day

Katsuta
station

From Katsuta station
to Katsuta school

Tech BOUSAI
2025

✖✖

Hitachinaka International Association

¥0

Free!Free!Free!

Katsuta Secondary
SchoolPlace:Place:

✖茨城大学✖勝田中等✖茨城大学✖茨城高専

Tech防災2025
11.30

13:00-16:00

茨城高専茨城高専

勝田中等教育学校
かつ た ちゅうとうきょういくがっ こう

場所:
ば しょ

〒312-0003

ひたちなか市足崎1458
したらざき

029-273-7411

勝田中等勝田中等
第二回

防災運動会

持ち物：上履き・履くもの（動ける靴)
も　　もの　　うわば　　　　は　　　　　　　　うご　　　くつ　　

日雨でもやります！☂

参加申し込み
さん か もう こ

子ども、大人、みんなで！子ども、大人、みんなで！
こ　　　　　　　おとなこ　　　　　　　おとな

日本人と外国人が一緒に、「防災」を学びます。

災害が起きたときに何をすれば良いか、知ることができます。

ゲーム、クイズ、少し食べ物もあります。

今年はレベルアップ！テクノロジーを使った競技が登場

観るだけでもokです。

ぜひたくさん参加してください！

日本人と外国人が一緒に、「防災」を学びます。

災害が起きたときに何をすれば良いか、知ることができます。

ゲーム、クイズ、少し食べ物もあります。

今年はレベルアップ！テクノロジーを使った競技が登場

観るだけでもokです。

ぜひたくさん参加してください！

にほんじん がいこくじん いっしょ　　　 ぼうさい　　 まな　　　　　　　にほんじん がいこくじん いっしょ　　　 ぼうさい　　 まな　　　　　　　

さいがい　お　　　　　　　　　なに　　　　　　 い　　　　　 しさいがい　お　　　　　　　　　なに　　　　　　 い　　　　　 し

げーむ　　　くいず　　 すこ　た　 もの　　　　　　　　　げーむ　　　くいず　　 すこ　た　 もの　　　　　　　　　

みみ

さんか

ことし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか　　きょうぎ　とうじょうことし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか　　きょうぎ　とうじょう

ひたちなか国際交流協会ひたちなか国際交流協会
✖✖

勝田駅

昭和通り

Wonder

GOO

しゃぶ葉

ローソン

勝田中等
駐車場

駐車場
勝田駅から勝田中等までの

道のり

第二回
防災運動会

日

勝田駅から勝田中等までの勝田駅から勝田中等までの

道のり

勝田駅から勝田中等までの
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茨城大学 国際共修科目の

先取り履修をしませんか？先取り履修をしませんか？先取り履修をしませんか？
茨城県WWLコンソーシアム構築支援事業の一環として、茨城大学が実施する国際共修科目（ベ

トナム・ミネソタ）の先取り履修を実施します。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

＊先取り履修とは、高校生が大学の授業を特別に受けることができる仕組みのことです。一定の成績を収めれば

将来、茨城大学へ入学すると取得単位として認められます。

対対象象▼▼WWL事業の拠点校・連携校の高校もしくは中等教育学校後期課程に在籍する生徒

費費用用▼▼受受講講料料については、通常１単位の講座の受講料14,800円のうち10,000円が補助されます。２単位の講

座では20,000円の補助を受けられます。国国際際共共修修ミミネネソソタタ（（１１単単位位））はは44,,880000円円、、国国際際共共修修ベベトトナナムム（（２２単単

位位））はは99,,660000円円でで受受講講すするるここととががででききまますす。。▽▽保保険険料料1,340円が必要になります。

６月中旬～９月中旬に茨城大学先取り履修対象科目の国際共修（ベトナム）が

開講されるにあたり、受講生を募集します。ベトナムの学生との国際交流を体験

してみませんか。

講講座座内内容容▼▼ベトナム・ハイフォン大学の学生とCOIL プロジェクトを行います。

COIL とは、2か国以上の大学の学生がオンラインでつながり、双方の教員の監督の下でともに学習する教育の方法

です。プロジェクト活動では、ハイフォン大学の学生と協力して、ハイフォン市内の中高生に向けた日本文化紹介

イベント、茨城県内の中高生に向けたベトナム文化紹介イベントの企画・運営を行います。また、7月から8月の

２ヵ月間は、ベトナムの学生とペアになり、互いの言語や文化を学びあうタンデム学習を行い、短期間の交流に留

まらないネットワークの形成を目指します。▽▽基本的にオンラインで行いますが、ベトナム文化紹介活動は茨城大

学水戸キャンパスの教室で行います。また、7月中旬には水戸市内のベトナム料理店で食事をする予定です。▽▽使

用する言語は主に日本語ですが、ベトナム語の勉強も行います。タンデム学習では英語でのやりとりの可能性があ

ります。

実実施施期期間間▼▼授業は６月中旬～９月中旬、土日や平日の夜、基本的にオンラインで行います。

講講座座内内容容▼▼アメリカ・マカレスターカレッジ（ミネソタ）及びアメリカ・ウィスコンシン大学スペリオル校（ウィ

スコンシン）で日本語を学ぶ学生とのCOIL プロジェクトを行います。プロジェクト活動では、アメリカの大学生

と「日本文化」を批判的に捉え直し、調べた内容についてグループで発表をするとともに、デジタル記事を作成し

ます。▽▽授業は基本的には日本語で行いますが、海外の学生とのやりとりでは、状況によっては英語ややさしい日

本語を使用し、ジェスチャーやその他の様々な方法で意思疎通をすることが求められます。

実実施施期期間間▼▼授業は９月中旬～12月中旬、土日や平日の夜、基本的にオンラインで行います。

国際共修（ベトナム）の先取り履修 単位

下でともに学習する教育

国際共修（ミネソタ）の先取り履修 １単位

校校内内締締めめ切切りり日日【【５５月月１１６６日日（（金金））】】までに申込書に必要事項を記入の上、本校の担当：野上泉教諭に提出してくだ
さい。＊興味を持った人は１３，１４日に担当者に声をかけてください。
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